




















東京都内日赤 5病産院(1976 年以来)および都立 11(現在は 10)病産院(1978 年 4 月以来)の

両者がそれぞれ機能している先天異常モニタリングシステムは,インタナショナルクリア

リングハウス(ICBDMS)に構成メンバーとして参加し,ICBDMS の四半期報を通じ,加盟各国

間との資料・情報の交換･交流をはかっているが,クリアリングハウスの機能はこの他に加

盟モニタリングシステムからの問題提起があれば随時,小委員会にかけて疫学的な要因調

査を企画し,実施可能のものから実行に移しつつある。今日までに行われた,あるいは行わ

れつつあるテーマは,1)臍帯ヘルニヤ/腹壁披裂,2)無/小眼球症,3)心臓のエプスタイン奇

形とリチウム剤,4)腎臓の無/低形成,5)大腿骨無/低形成,6)十二指腸閉鎖/狭窄,7)四肢減

数異常などである。 

われわれは現在これらのうち四肢減数異常の国際的協同研究に参加し,資料を提供してい

るが,今回はその概要について報告したしたい｡なお,四肢減数異常の協同研究に際し,クリ

アリングハウスより提出を求められている基準発生頻度(ベースライン)を算出するための

奇形の型分類別の資料は当面は日赤システムのものしか得られないので,それにしたがっ

た(表 1)。 


